
弦楽四重奏団
「クヮトロ・ピアチェーリ」
写真左から：苅田 雅治、百武 由紀、大谷 康子、齋藤 真知亜の各氏

第 9 回　演奏者からの提言
～弦楽四重奏のソルフェージュ～

◉問い合わせ先
　日本ソルフェージュ研究協議会事務局
　Tel. 090-5566-8567
　E-mail : ni-sol-ken@island.dti.ne.jp
　http://www.ni-sol-ken.com/index.html

2019年2月2日（土）12:30～（12:00開場） 

会場：東京藝術大学音楽学部第１ホール

◉入場料無料
なお、正会員以外の方は以下の経費負担をお願い致します。
一般 3,000 円、学生 1,000 円、賛助会員（個人）1,500 円

大谷 康子　Yasuko  OHTANI〈ヴァイオリン〉

東京藝術大学、同大学院博士課程修了。在学中よりソロ活動を始め、ウィーン、ロー
マ、ケルン、ベルリンなどでリサイタル、トロント音楽祭、ザルツブルグ市など
で招待出演。スロヴァキアフィル、シュトウツトガルト室内楽団など国内外の著
名なオーケストラと多数共演。2017年、ウィーンのムジークフェラインでリサイ
タル。 キエフの春音楽祭″に招聘され、キエフ国立フィルと共演。2018年9月に
キエフ・コンサートホール創立155周年記念公演に招待され再共演。ベルリンで
の録音による「Ｒ．シュトラウス/ベートーヴェン・ソナタNo.5」、その他CD多数。
著書「ヴァイリニスト今日も走る!」を発売。TV「おんがく交差点」（毎週（土）朝
８時BSテレ東）司会・演奏。東京音楽大学教授。東京藝術大学講師。練馬区文化
振興協会理事長。川崎市市民文化大使。日本交響楽振興財団理事。

齋藤 真知亜　Machia SAITO〈ヴァイオリン〉

1985 年東京藝術大を首席卒業。西崎信二、奥田富士子、兎束龍夫、海野義雄、
二村英之、山口裕之の各氏に師事。1986 年 NHK 交響楽団に入団。1999 年から
毎年開催している自主企画リサイタルのシリーズ「Biologue」や、「Dialogue」
における独特なプログラミングや演奏スタイルは評価を得ている。2006 年より
弦楽四重奏団「Quattro Piaceri」に参加。2007 年より NHK交響楽団のメンバー
による「ヴィルトゥオーゾ・カルテット」を結成し、バルトークの全曲演奏を完遂。
現在 NHK 交響楽団第一ヴァイオリン・フォアシュピラー、東京音楽大学兼任准
教授。また、ジュニア・フィルでは指揮者として若者の育成に力を注いでいる。
CDリリース多数。

百武 由紀　Yuki HYAKUTAKE〈ヴィオラ〉

東京藝術大学卒業、同大学大学院修了。井上武雄、浅妻文樹、ウイリアム・プリ
ムローズ、セルジュ・コローの各氏に師事。1999 年まで東京都交響楽団に在籍
し首席奏者を務めた。邦人作品、現代曲の初演も多数手掛けており 1999 年日本
音楽コンクール作曲部門の演奏に対して、審査員特別賞を受賞。カルテット「クヮ
トロ・ピアチェーリ」、東京シンフォニエッタメンバー。第 10回佐治敬三賞受賞。
室内楽、ソロ、オーケストラと幅広く活躍し「どの様なアンサンブルにあっても
常に音楽を活性化できる類希なヴィオラ奏者」と評価を得ている。現在、名古屋
音楽大学客員教授、東京藝術大学講師、東京音楽大学講師、愛知県立芸術大学名
誉教授。

苅田 雅治　Masaharu KANDA〈チェロ〉

桐朋学園大学卒業。伊達三郎、井上頼豊、斎藤秀雄の各氏に師事。1973 年第
42 回日本音楽コンクール・チェロ部門第１位。1982 ～ 90 年東京都交響楽団首
席チェロ奏者を努める。1982 年より小林健次率いるニューアーツ弦楽四重奏団
に参加。飛騨古川音楽大賞奨励賞、文化庁芸術祭賞、中島健蔵音楽賞を受賞。
現代音楽の優れた演奏が評価され、個人としても 1992 年第 11 回中島健蔵音楽
賞を受賞。作曲家の信頼は厚く、国内の主要現代音楽祭に常時出演する他、室
内楽、放送などの分野で欠かすことの出来ない演奏家の一人である。独奏者と
しての評価も高い。2005 年秋、弦楽四重奏団クヮトロ・ピアチェリーを結成。
現在、東京音楽大学教授、桐朋学園大学講師、東京藝術大学非常勤講師。

日本を代表する演奏家による「演奏者とソルフェージュ」の関係を探るシリーズ。第９回
は日本を代表する弦楽四重奏団の一つ「クヮトロ・ピアチェーリ」をお迎えします。最高
度のアンサンブルが要求される弦楽四重奏。そこから導き出される音楽的な能力の必然性。
数々の魅力的で興味深いお話しが聞かれることと思います。皆様のご来場を心よりお待ち
申し上げております。

2010 年、ショスタコーヴィチ全曲演奏を中心とした活動により、
「第 65 回文化庁芸術祭音楽部門大賞」を受賞。


